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令和元年６月橋本市議会定例会会議録（第３号）その４ 

令和元年６月18日（火） 

                                           

（午前11時00分 再開） 

○議長（土井裕美子君）それでは、休憩前に

引き続き会議を開きます。 

 日程に従い、一般質問を行います。 

○議長（土井裕美子君）順番９、13番 田中

さん。 

〔13番（田中博晃君）登壇〕 

○13番（田中博晃君）皆さん、こんにちは。

きょう、ちょっとささやかな幸せがありまし

て、何と昼またぎをしなかった。今まで結構、

私、一般質問をしたら昼またぎが多かったん

ですけども、前のお二人さん、うまいこと時

間調整してくれてありがとうございます。 

 それでは、通告に従いまして、一般質問を

行います。 

 まず、一項目め、本市の債権についてです。 

 債権整理が済み、延滞金や遅延損害金徴収

も現実味を帯びてきている。反面、債権の債

権放棄について気になる点も見受けられる。 

 また、遅延損害金については、民法改正と

同じくスタートを予定しているが、その周知

がなされていない。償却資産の課税について、

税の平等性、公平性の観点から確認しておき

たい点もある。 

 そこで、以下の質問を行います。 

 一つ目、私債権の債権放棄について。給食

費の債権放棄が平成29年度から平成30年度で

３倍となっている。その理由と債権放棄に至

るいきさつについて。 

 ２、平成31年３月議会で遅延損害金に係る

条例改正が可決されたが、その後、周知が行

われていない。その理由と今後の周知計画に

ついて。 

 ３、こちらは市民の方からの相談があった

ことで質問いたします。償却資産の申告納税

について、農業者の納税件数は。 

 ４、農業者に対する償却資産の課税調査の

頻度と、その結果、判明した未申告者の件数

は。また、判明した未申告者に対してどのよ

うな手続き基準で平等、公平な課税を行って

いるか。 

 ５、今後の対策について。調査計画、市民

周知の方法、課税方針は。 

 二項目めです。前畑秀子・古川勝両氏の顕

彰及び大河ドラマ放映による本市の効果につ

いて。 

 前畑秀子朝ドラ誘致室がその役目を終え、

今後は前畑秀子・古川勝両氏を顕彰する委員

会を立ち上げると聞いている。事実、３月22

日には、（仮称）前畑秀子・古川勝顕彰活動準

備委員会が教育文化会館で開催され、また、

３月31日には、橋本中央中学校で古川勝さん

の記念碑除幕式が行われた。 

 一方、大河ドラマ「いだてん」で６月30日

放送予定から、本市名誉市民である前畑秀子

氏が取り上げられることは大変名誉なことで

あり、喜ばしい限りであるとともに、本市の

知名度アップの対策が急がれる。 

 そこで、今後の対応について以下の質問を

行う。 

 １、（仮称）前畑秀子・古川勝顕彰活動準備

委員会開催後の動きと顕彰活動委員会の立ち

上げについて。 

 ２、広報では、大河ドラマ放映により橋本

市の知名度が上がり、今後ますます観光客の

誘致や地場産業の活性化につながることを期

待すると書かれている。これらの対策を具体

的に。 

 ３、前畑秀子・古川勝資料館には、月当た

り40人から50人が訪問されると聞き、遠くは
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ロサンゼルスから来客があったと聞いている。

近くには飛び込み岩があり、遊歩道も整備さ

れているにもかかわらず、例えば、生誕の地

などの看板がない。今後、観光客にわかりや

すい地図のようなもの等を考えているのか。 

 ４、ＮＨＫ松山放送局とＮＨＫ文化センタ

ー松山支社、宇和島市では、「いだてん」放映

を受けトークリレーを７月に行う。本市では

そのような計画があるのか。 

 ５、本市、前畑・古川両氏をはじめとする

多数の偉人や著名人を輩出している。しかし、

それらの方々を１箇所で知ることのできる場

所がない。今後、大河ドラマ放映やねんりん

ピック、来年のオリンピックによる一定の誘

客を見込むのなら、１箇所で偉人や著名人の

展示や顕彰ができる場所を設置してみては。 

 以上、壇上からの質問を終わります。明確

な答弁、よろしくお願いいたします。 

○議長（土井裕美子君）13番 田中さんの質

問項目１、本市の債権に対する答弁を求めま

す。 

 教育部長。 

〔教育部長（阪口浩章君）登壇〕 

○教育部長（阪口浩章君）おはようございま

す。本市の債権についてお答えします。 

 まず、一点目の給食費の債権放棄が、平成

29年度から平成30年度で３倍となっている理

由と債権放棄に至る経緯についてのおただし

ですが、まず平成29年度の債権放棄件数が消

滅時効によるものが 10件で放棄額が 48万

3,610円、平成30年度は消滅時効によるものが

33件と破産免責によるものが１件の計34件で、

放棄額が77万6,260円です。 

 債権放棄については、私債権である給食費

の時効完成は民法第173条第３号の規定によ

り２年となっていることから、橋本市債権管

理条例第13条の規定により債権を放棄してい

ます。 

 給食費の債権放棄は現在までに３回行って

おり、１回目は平成27年度で、平成25年度以

前の債権が対象となります。また、平成28年

度は債権放棄を行っていませんが、これは平

成27年４月に制定された学校給食費徴収規則

に督促に関する規定が設けられたことにより、

平成28年度にそれまで送付していなかった督

促状を一括で送付したため、時効が中断した

ためです。 

 このことから、平成29年度の債権放棄は、

平成26年度の債権が対象となり、平成30年度

の債権放棄は、平成27、28年度の２年分が対

象となったことが、件数が多くなった要因の

一つとして考えています。 

 また、個々の債権については、督促催告を

経て一定の額に達した場合は債権回収対策室

への移管予告などを行ってまいりましたが、

結果として、今回の債権放棄の件数となりま

した。 

 次に、債権放棄に至る経緯ですが、私債権

である給食費の未納については、さきに申し

上げたとおり、橋本市債権管理マニュアルに

のっとり、督促、催告、場合によっては移管

予告を行いましたが、債務者の経済的な理由

などにより回収には至らず時効を迎えたため、

債権回収対策室と協議の上、橋本市債権対策

本部会議を経て、債権放棄することになりま

した。 

○議長（土井裕美子君）総務部長。 

〔総務部長（小原秀紀君）登壇〕 

○総務部長（小原秀紀君）二点目の遅延損害

金の周知についてお答えします。 

 平成31年３月市議会定例会で、橋本市債権

管理条例を改正し、令和２年４月１日から橋

本市が管理する私債権については、他の法令

等で特別の定めがある場合や契約に特段の定

めがある場合を除き、債務者が履行期限まで

に当該債務を履行しなかったときは、履行の
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遅滞にかかる損害賠償金として、遅延損害金

を徴収してまいります。 

 議員おただしの周知についてですが、現在

は債権管理側の徴収までの準備期間として捉

えており、各私債権を管理している所管課に

おいて、徴収開始に向けた事前準備を行って

いるところであり、周知には至っておりませ

ん。 

 市民への周知については、施行半年前の本

年10月広報及びホームページを通じて行う予

定としており、あわせて本年10月から施行日

までの６カ月間は周知期間として捉え、私債

権所管課においても債権ごとに周知を十分に

行う計画です。 

 次に、三点目の償却資産の申告納税におけ

る農業者の納税件数についてお答えします。 

 平成30年中に農業収入があると申告した個

人696人のうち、平成31年度課税の償却資産の

申告で農業用の機械設備を申告していると確

認できたのは２人です。 

 次に、四点目の課税調査の頻度についてお

答えします。 

 過去の記録を調べても、農業者に特化した

調査実績はなく、したがって未申告者の件数

についても把握できておりません。 

 償却資産の未申告者に対しては、農業者を

含め償却資産の申告が未申告であると判明し

た場合は、申告するように促しています。 

 最後に、五点目の今後の対策について、市

民への周知としては、毎年「広報はしもと」

１月号に申告啓発の記事を掲載していました

が、小スペースであったため、償却資産の詳

細をよりご理解いただけるよう、広報内容の

見直しや関係各所に償却資産啓発チラシを配

置するなどその充実に努めます。さらに、庁

内関係部署と協力して、農業者への申告啓発、

周知活動にも取り組む予定です。 

 調査計画としては、申告を促しても申告書

が提出されない場合は、今年度から税務署調

査などを実施しつつ、粘り強く交渉を進めて

いきたいと考えています。 

 また、地方税法で固定資産税の賦課更正は

５年が時効となっているため、最大５年の遡

及課税、現年を含めると６年分の課税を行う

ことになります。 

 償却資産を含め固定資産税は市の主要な財

源です。今後も自主財源の確保のため、適正

かつ公平な課税をめざしてまいります。 

○議長（土井裕美子君）13番 田中さん、再

質問ありますか。 

 13番 田中さん。 

○13番（田中博晃君）答弁ありがとうござい

ます。先、給食費のほうから行かせていただ

きますけども、答弁のほうはよくわかりまし

た。気になるのは普通、普通というか、給食

費、私債権なんで民法上２年で消滅時効にな

ると。例えば、橋本市、仮に４月に滞納があ

ったと仮定しますと、通常、約30日から40日

で督促状を出すと。そこで一旦時効を中断し

て、そこからの２年後やから、どうでしょう。

だいたい２年後の５月か６月に消滅時効の期

限というものは成立します。 

 ただ、これ、時効の援用とかがなかった場

合、時効にはならないんですけれども、そこ

から年度末に市の中で債権放棄するかどうか

という会議を開いていく中で、その間、一旦

消滅時効としての期限が来た。でも、あと10

カ月ぐらい残っているという中で、そのとき

の対応はどのようにされているんですか。 

○議長（土井裕美子君）教育部長。 

○教育部長（阪口浩章君）ただ今のご質問な

んですけども、時効を迎えた債権について、

最終的に本部会議の中で放棄をするか否か決

定するまでの間、どういうふうな対応を給食

センターとして行ってきたのかというおただ

しかと思います。これについては、督促・催
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告をしていった中で、一旦回収に至らず経過

してきてるわけなんですけども、例えば、電

話での催告であったり、それから、ちょっと

大変忙しいんですけども、その忙しい中で個

別に訪問をするなど、センターの職員が何と

か納めていただけるようなことはやってきて

おります。 

○議長（土井裕美子君）13番 田中さん。 

○13番（田中博晃君）やっぱり給食センター

というのは、まず第一義的なところは、子ど

もたちに安心安全な給食をきっちりと届ける

ということですし、人の関係で忙しいのは大

変よくわかっております。ただ、放置するわ

けにもいかないということで、今頑張ってく

ださっているのはすごくよくわかります。 

 今、給食の話だけさせていただいています

けど、私債権ってやっぱりいろいろいろんな

部署でありますので、やはりその動きをほか

の部署もきっちりとやっていっていただきた

いなというのは思います。他市とか調べてみ

て、実際給食センターで債権管理していると

ころもあるんですけれども、そこはやっぱり

専属の職員さんなりを配置しているところも

あります。今、橋本市でそれができるかどう

かというのはまた別の話なんですけれども、

紹介だけさせていただきます。 

 それと、もう一つお伺いしたいのが、これ、

議員の皆さんはお持ちでしょうけども、この

臨時監査報告というのが先日机の上に置いて

くれていたと思います。その中身を見ますと、

この滞納未納額というかな、これが学校によ

って差が結構ある。同一規模の学校を見比べ

ても、学校によって金額の差、件数の差があ

るんですけれども、これは何か特化したもの

があるのか、ただ、偶然なのかというところ

についてお伺いいたします。 

○議長（土井裕美子君）教育部長。 

○教育部長（阪口浩章君）ただ今の随時監査

報告の結果に基づきましてのご質問かと思い

ます。各学校によって給食費の滞納につきま

しては、概ね全体の徴収率が99％の中でほぼ

ほぼ推移していただいている学校なんですけ

ども、突出して97％台の学校もございました。 

 そこの学校について内容をちょっと確認し

てみますと、ある一定の特定の方に滞納件数、

金額とも集中していたという傾向はございま

した。また、そのうち、兄弟の皆さんがおら

れると、複数の子どもさんがおられるご家庭

も比較的多かったということで、これはあく

までもきちんとした分析ではございませんけ

ども、やはり教育費に係る経費的なものがか

さんできているのかなというふうには考えて

おります。あくまで憶測というか、推測の域

なんですけども。 

 ただ、今後はこういうできるだけ高額もし

くは件数がかさばらない、たくさんにならな

いような形で、できるだけ件数も少なく、ま

た金額も少ない段階で納めていただけるよう

な、今総務部のほうでも移管予告等の対応を

というご指導もいただいておりますので、そ

ういう中でできるだけ早期に納めていただけ

るような取り組みはしていきたいというふう

に考えております。 

○議長（土井裕美子君）13番 田中さん。 

○13番（田中博晃君）よろしくお願いいたし

ます。以前も移管予告したことで結構納めて

いただいたということも、去年かな、あった

と記憶しておりますので、やはりそれはきっ

ちりとやっていっていただくことで、それが

結果的に現年度の徴収率の上昇につながって、

その結果、職員さんの仕事量を減らすことが

できるかもしれないというのもありますので、

よろしくお願いいたします。 

 続いて、遅延損害金のほうに移ります。今

答弁いただいて、10月ぐらいから遅延損害金

のほう、広報等を通じて市民周知やっていっ
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ていただくということでした。たしか平成30

年12月に質問したときは、１年かけて周知し

ていくんやでということがあったんで、今回

この質問をさせていただいたんですけども、

やっていっていただけるということでわかり

ました。 

 そこで、まず一つ質問なんですけれども、

どうしても遅延損害金、私債権については、

各部署でいろいろな考えがあるかと思います。

この条例がある以上、まずは全私債権につい

てとっていくというのは大前提なんですけれ

ども、その後に、例えば、うちの部署とらへ

んねんというような条例が仮にできたとしま

す。どうしても条例は上下というのがありま

せんから横並びですから、また、今の遅延損

害金の条例を見た場合、ほかの法令に定めが

ある場合を除くというふうに書かれています

けれども、そのあたり、そこはもういたし方

ないと見るべきなのか、例えば、そういう条

例が出た段階で、改めて庁内で考えていくの

か、そのあたりについてお伺いいたします。 

○議長（土井裕美子君）総務部長。 

○総務部長（小原秀紀君）遅延損害金につき

ましては、債権管理条例のほうで、他の条例

に規定がある場合は除くというふうなことで

すので、各条例でとらないというようなこと

を決めるととらないというふうなことができ

るわけなんですけれども、それがいいのか悪

いのかというところもありまして、それにつ

きましては債権回収対策本部ですとか、そう

いうところでそういった案件がもし出てきま

したら十分協議して、できるならば全庁的に

とっていくような方向ではしたいと思ってお

ります。 

○議長（土井裕美子君）13番 田中さん。 

○13番（田中博晃君）よろしくお願いいたし

ます。ほんまにこれをちゃんとやっていかん

ことには、できたは全部とらへんわというの

も、やろうと思ったらできてしまうというふ

うにもなってしまいますので、よろしくお願

いいたします。 

 それと、遅延損害金を発生させやんために、

滞納があった段階から督促、催告というのを

やっていくんですけれども、これ、以前から

私、ずっとお願いしておるのが、督促なり催

促なりを無駄打ちというんかな、機械的に催

告書、督促は１回目なんで期限が来て出すの

は当たり前なんですけれども、その後、ちょ

っと給食を例にとって悪いですけれども、こ

れを見たら毎月出しているというふうに書か

れていました、この臨時監査のやつを見たら。 

 ただ、税なんかでもそうなんですし、よく

ほかの自治体なんかでもそうなんですけれど

も、やはりそのタイミング、督促、催告を打

つタイミングというのも大切なのかなという

ふうに考えております。これは先進地と言わ

れている自治体でありますと、ボーナス時期

に合わせて督促、催告をやっていくというと

ころもあります。また、税についても今その

ようにされていると思うんですけれども、今

後、私債権滞納を持っている各課に対して、

総務としてどのような指導をしていくのか。

やはり効果的な督促・催告、また電話等をや

っていかな意味がないと思うんですけれども、

そのあたりはどのようにお考えですか。 

○議長（土井裕美子君）総務部長。 

○総務部長（小原秀紀君）督促につきまして

は、法でありますとか条例で納期限が過ぎて

何日以内というふうな定めがある場合もあり

ますけれども、基本的には市の債権管理マニ

ュアルのほうで、原則的に概ね１カ月以内と

いうようなことがありますので、それ以内の

中で各課で各債権で督促の時期は決めている

ことになるんですけれども、催告につきまし

ても同じように債権管理マニュアルのほうで、

いろいろな電話催告でありますとか、そうい
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う時期をうたっております。そういうふうに

うたっておるんですけれども、議員ご指摘の

ように効果的でない時期というようなことも

ありますので、給料ですとかボーナス時期、

手当が出た時期に合わせてそういった催告を

するように、総務課のほうからも指導してい

きたいというふうに考えております。 

○議長（土井裕美子君）13番 田中さん。 

○13番（田中博晃君）よろしくお願いいたし

ます。また、それらについて支払い督促等も

含めて、きっちりとした指導をやっていただ

きたい。やはり一番気になるのは、自治法の

242条、怠る事実になれへんか。今でこそ債権

放棄の条例ができましたけれども、今までは、

それができるまでは、どうしても機械的に落

としていた部分があったというふうに見受け

られます。どうしてもこういうのって、監査

請求が入った場合、市長の責任になってしま

うのが現実ですから、そのあたり総務課とし

てもそうですし、また、債権を持っている各

部署についてもきっちりとした方策をとって

いっていただきたいというふうに思いますの

で、よろしくお願いいたします。 

 続きましてお伺いしたいのが、今度、まず

農業者の数についてですけれども、今現在、

答弁あったのは696人の農業者ということだ

ったんですけれども、経済部が把握している

中で農業者の数、またその農業者の定義とい

うのがありましたら教えてください。 

○議長（土井裕美子君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）ご質問にお答

えします。農林水産省が５年ごとに農林業を

営んでいる全ての農家、林家や法人を対象に、

農林業センサスという調査を実施しています。

経営耕地面積が10ａ以上、または経営耕地面

積が10ａ未満であっても、過去１年間の農産

物販売金額が15万円以上あった世帯を農家と

し、また、経営耕地面積が30ａ以上、または

過去１年間の農産物販売金額50万円以上の農

家を販売農家と位置づけています。2015年、

平成27年に実施しました農林業センサスにお

いては、販売農家戸数は1,026戸です。 

○議長（土井裕美子君）13番 田中さん。 

○13番（田中博晃君）今答弁あった、もちろ

んこれはやり方が違うので差異があるのはわ

かるんですけども倍ぐらい、696件、これが今

総務のほうで把握しているところ、経済部で

は千何ぼということだったので、そこをどう

こう言うつもりはないんですけれども、そう

いうのがあるという、まずそこを前提で話を

やっていきます。 

 そこで、再質したいのが、現在696人が先ほ

ど答弁いただいたんですけれども、そこの調

査済み件数というんですかね、その696のうち、

２件が現年度出ていたということなんですけ

れども、過年度分についての調査済み件数と

いうのは実際何件あるんでしょうか。 

○議長（土井裕美子君）総務部長。 

○総務部長（小原秀紀君）696人のうち、先ほ

ども答弁しましたけども、農業用の機械設備

を申告している方が２人というところでござ

います。そのほかに、その他の償却資産に関

して申告されているのが８件ということで、

そのほかの部分については調査はできており

ません。 

○議長（土井裕美子君）13番 田中さん。 

○13番（田中博晃君）ということは、過年度

分について固定資産税をとっていくとすれば、

回収の見込み金額等も今の答弁からいきます

と、それはない、もしくはないに等しいとい

うことでよろしいですか。 

○議長（土井裕美子君）総務部長。 

○総務部長（小原秀紀君）対象件数、それと

対象資産も把握しておりませんので、回収見

込みの金額は設定しておりません。 

○議長（土井裕美子君）13番 田中さん。 
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○13番（田中博晃君）今後、調査もしていく

ということなんですけども、だいたいこれ、

難しいのが、農業者の調査をしていくとなっ

た場合、恐らく所得税の申告書なりをチェッ

クしていかなければならないのかなというふ

うに考えておるんですけれども、そうなった

場合、人も時間もかかるのかなというのも危

惧されるわけですが、調査方法としてはその

ようなことをやっていくということで間違い

ないですか。 

○議長（土井裕美子君）総務部長。 

○総務部長（小原秀紀君）先ほどもご答弁さ

せていただきましたけれども、所得税の申告

内容の税務署調査、具体的には７月に伊都郡

内の合同調査がありますので、それで同行し

て調査を行う予定をしておりますし、必要に

応じて随時単独でも行っていきたいというふ

うに考えております。 

○議長（土井裕美子君）13番 田中さん。 

○13番（田中博晃君）よその自治体、こうい

うのも農業の固定資産を調べられている自治

体なんかでは、やはりやるからには一気にや

る。とることに僕は反対していませんので、

行くなら一気に行くということで、実際にア

ルバイトを雇われて一斉調査されている自治

体もあります。今、橋本市にそれが当てはま

るかどうかというのは別の問題なんですけれ

ども、やはりやる以上はきっちりと調査した

上でとっていくのが私の思う平等公平かなと。

もちろんほかの企業さんと比べた場合の平等

公平、そこも考え方で違いは出てくるかと思

うんですけれども、農業だけを捉まえた場合

は、ある一定調査していっていただいた上で

課税するのが平等公平の担保ではないかとい

うふうに考えております。 

 それと、もう一つ気になりますのは、近隣

の自治体との整合性、例えば、橋本市に住所

があるけども農地が違う自治体にあった場合

ですとか、そこももちろん税法的には同じよ

うに固定資産税をとっていくことになると思

うんですけれども、今後、橋本市が調査をい

ろいろしていく上で、近隣自治体とも整合性

がとれているのかなというのが気になります。 

 といいますのも、私、この質問をするにつ

けて、６月13日に近隣自治体の担当者とお会

いしてきました。そこで言われたのは、その

自治体はまずやっぱり企業の固定資産税を調

査するんやと。やはりこれは人の問題もある

ということで、そのようにおっしゃられてい

ましたけども、市としては近隣との整合性は

どのようにお考えですか。 

○議長（土井裕美子君）総務部長。 

○総務部長（小原秀紀君）近隣の自治体にお

いては農業に特化した取り組みはしないとい

うことで、私どものほうも確認をさせていた

だいております。 

 本市におきましては、やはり先ほども答弁

いたしましたように、申告件数がかなり低い、

農業者の償却資産の申告件数が低いというこ

とで、本年度につきましては農業者を中心に

啓発活動を行って、申告につなげていきたい

というふうに考えております。 

○議長（土井裕美子君）13番 田中さん。 

○13番（田中博晃君）答弁もいただきました

けども、やっぱり周知そのものができていな

い。もちろんこれは申告制度なので、周知ど

うこうは関係ないと言えば関係ないんですけ

れども、それでもどうしても気づかないこと

もある。実際、ほとんど気づかれていないの

が現状なのかなと。会社として農業をしてい

る場合であれば、税理士もついておりますし、

そういうことはあるかと思うんですけれども、

本市の場合、大多数が個人農家。売り上げ所

得の上下はありますけれども、そのあたりの

きっちりとした周知というのは今後も徹底し

ていっていただきたいと思いますし、答弁も
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徹底するといただいておりますので。 

 そこで、一つお伺いしたいのが、農業者を

育成していく上で、よく補助金等の相談も経

済部のほうにはあるかと思います。補助金を

受けた上で農業資機材を購入することもある

かと思うんですけれども、そういった場合に、

これ、実は申告制度で固定資産税がかかるん

やでとかというような指導等は、過去されて

きましたでしょうか。 

○議長（土井裕美子君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）対象者に、償

却資産について納めなければならない等につ

いては周知できておりません。ただ、今後に

つきましては、総務部、関係課とも十分協議

しながら説明をしていきたいと考えておりま

す。 

○議長（土井裕美子君）13番 田中さん。 

○13番（田中博晃君）よろしくお願いいたし

ます。現実は、でもやっぱり農業者さんって、

すごいこれからどうやっていこうかと悩んで

いる。形ができてきた中で、もちろん申告制

度やから知ってらなあかん。課税については

僕は何の問題もないと思うんですけれども、

どうしても気づけていない部分があるかと思

うので、そこはやっぱり農林振興課、経済部

が中心となって、また同じように周知という

のも大切なのかなというふうに思いますので、

ここは経済部ときっちりと連携をとって周知

のほうをよろしくお願いいたします。 

 次、お伺いしたいのが、やはり僕が一番今

回気になったのは、これは市民の方から今回、

固定資産税、特に過年度分について、個人農

家、個人なんであまり出せないんですけれど

も、そういう話があったということで、いき

なり来たんでびっくりしたんやということで

す。 

 先ほど、部長答弁では調査実績がない、未

申告者の数も把握、実際はできていない。で

きていなくはないんか。申告数がわかっとる

から、できていると言えばできているんかも

しれへんけども、これって今年度に入って、

実際行ったところもあるように聞いておりま

すが、ここって先ほどの答弁と矛盾していな

いですかね。いかがですか。 

○議長（土井裕美子君）総務部長。 

○総務部長（小原秀紀君）調査実績はないん

ですけれども、申告が必要であるというふう

に判明した場合は、直接お伺いして申告を促

すというような場合もあります。そういう案

件だったと思います。それで驚かれたという

ところにつきましては、やはり今まで広報不

足、周知不足というふうな部分があったと思

いますので、今後はそこら辺、広報活動につ

いては力を入れてやっていきたいというふう

に考えております。 

○議長（土井裕美子君）13番 田中さん。 

○13番（田中博晃君）ぜひよろしくお願いい

たします。やっぱり公平平等って、それぞれ

捉え方が難しいとは思います。農業者は農業

者の中の公平平等もあるし、ただ、税をとる

課としては、農業もそうやけども企業もそう

なんやで、個人もそうなんやでという公平平

等の捉え方というのがあります。ただ、どの

形についてもその公平性を担保していかなけ

ればならないというのがまずあるかと思いま

す。 

 これはやはり696件、経済部では1,000件ち

ょっとというお話もありましたけれども、私

が思っているのはやはり一定数調査が要るん

ちゃうんかな。やっていただけるというふう

に言うてましたので、ある一定数調査した上

でそこで初めて課税、課税するのは当たり前

なんですけども、まずは調査が必要なんかな

と。 

 先ほど述べましたけれども、ある自治体、

これは愛知県蒲郡市なんですけれども、そこ
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はアルバイトも雇って一斉に調査しています。

そこは2,000棟ぐらいビニールハウスがある

ということやったんで規模も違いますけれど

も、実際、一斉に調査をした上で過年度分も

含めてとっていくという対策をとられていま

す。 

 それが橋本市で、先ほども言いましたけど

もできるかどうか。件数も規模も違うのでで

きるかどうかは別ですけれども、まずは調査

計画、調査方針、それを立てて、その後で回

収計画を立てて、それをまた庁内で共有して

もらう。経済部のところに問い合わせもこれ

からも来ると思うんです。農業委員会等もあ

りますからそれらを通じて、個人の方からも

問い合わせが来るかもしれません。ちょっと

前までは恐らく経済部も知らなかったという

のが現実なんですけれども、その庁内の情報

共有すら現在できていなかった。 

 もちろん徴税吏員は見つけたとおりに行く

というのは正しいことやし、そこを否定する

わけではないですし、当然、課税なのでとっ

ていって当たり前なんですけれども、ただ、

納税部署は知っているけども、農業と直接か

かわるところが知らなかったとかというのも、

これまたもしかしたら市に対する不信感につ

ながってもいけないので、そのあたりの情報

共有をしっかりしていただいて、今後の公平

平等を担保した上での課税につなげていって

いただければと思いますので、よろしくお願

いいたします。 

 一つ目を終わります。 

○議長（土井裕美子君）次に、質問項目２、

前畑秀子・古川勝両氏の顕彰及び大河ドラマ

放映による本市の効果に対する答弁を求めま

す。 

 教育部長。 

〔教育部長（阪口浩章君）登壇〕 

○教育部長（阪口浩章君）前畑秀子・古川勝

両氏の顕彰及び大河ドラマ放映による本市の

効果についてお答えします。 

 まず、一点目の（仮称）前畑秀子・古川勝

顕彰活動準備委員会開催後の動きと、顕彰活

動委員会の立ち上げについてのおただしです

が、前畑秀子・古川勝顕彰活動委員会は、さ

きに解散となりました前畑秀子ＮＨＫ朝ドラ

誘致実行委員会の意思を引き継いで、前畑秀

子氏と、同じくオリンピック金メダリストで

ある古川勝氏の偉業を顕彰することを目的と

して新たに結成された団体です。具体的な活

動内容等については、８月頃に同委員会の総

会が予定されていますので、その際に決定さ

れるものと考えています。 

 次に、五点目の１箇所で偉人や著名人の展

示や顕彰できる場所を設置してみてはとのお

ただしですが、本市の偉人や著名人を多くの

皆さまに知っていただくことは、本市の魅力

を感じていただく一要因となりシビックプラ

イドの醸成にもつながるものと考えます。 

 そこで、市民に対する顕彰として、多くの

市民が出入りする市役所や保健福祉センター

等のロビーを利用し、簡易的にではあります

が、一堂に集めて展示することは可能です。

しかし、このスペースは広く市民に対して市

の事業などを啓発、周知するところでもあり

ますので、調整が必要と考えています。 

 また、大河ドラマの放映やねんりんピック

の開催等により、本市への一定の誘客が見込

まれることから、市外からの訪問客にも本市

の偉人・著名人を知っていただく良い機会で

あると考えています。現在、林間田園都市駅

に前畑秀子・古川勝両氏の展示を行っていま

すが、この機会に多くの皆さまに知っていた

だけるものと思います。 

 まずは、大河ドラマ放映に伴う前畑秀子さ

んのパネル展示を皮切りに、本市の偉人の方

から順次パネル展示できるよう進めてまいり
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ますので、ご理解のほどお願いします。 

○議長（土井裕美子君）経済推進部長。 

〔経済推進部長（北岡慶久君）登壇〕 

○経済推進部長（北岡慶久君）次に、二点目

の観光客の誘致や地域産業の活性化につなが

る具体的な対策についてお答えします。 

 大河ドラマの放映に合わせ、前畑秀子氏の

出生の地が橋本市であることを強調したポス

ター及びチラシを作成します。ポスター100枚

については、高野町をはじめとする近隣市町

村の観光客が多いスポットから橋本市へ誘客

するために観光施設等に貼付を依頼する予定

です。チラシ2,000枚については、同様に観光

施設や市内の主要施設にも配架を依頼する予

定です。チラシは、前畑氏関連スポットを巡

るスタンプラリーの台紙も兼ねており、また、

より詳細な説明等を望まれる方にも対応でき

るよう観光ガイドによるガイドツアー案内も

記載するなど、手にとった人が市内を周遊す

るきっかけとする狙いもあります。 

 本市を訪れた人が食事や買い物をしていた

だくことができる情報等についても提供する

ことで、経済効果を生むことになると考えて

います。 

 次に、三点目の今後観光客にわかりやすい

地図のようなもの等を考えているのかという

ご質問にお答えします。現在、前畑氏にゆか

りのある場所ごとに看板を設置している状況

ではありませんが、ラミネート等簡単なもの

になりますが、来訪者にもわかるように掲示

するようにします。 

 また、橋本１号公園には、前畑秀子氏、古

川勝氏、小島一枝氏の紹介と周辺地図を記し

た看板が設置されています。この看板の記載

内容について一部抜粋等を行い、観光客等に

配布できるように進め、資料展示館や観光案

内所に設置してまいります。 

 次に、四点目のトークリレーについてお答

えいたします。今回の大河ドラマでは全国各

地で出演者等によるトークショーが開催され

ていますが、今のところ、市が計画するトー

クショーは予定していません。 

○議長（土井裕美子君）13番 田名さん、再

質問ありますか。 

 13番 田中さん。 

○13番（田中博晃君）答弁ありがとうござい

ます。ちょっと写真を出してもうていいです

か。これは橋本中央中学校、３月31日ですか

ね、除幕式があった古川勝さんの記念碑です。

これは市民有志の方々で出し合ってつくった

というふうに聞いております。 

 今回、準備委員会を経て顕彰委員会に至る

中で一番僕が気になっているのは、事務局対

応が大丈夫なんかなというところです。今、

教育委員会のお話をやっていますけれども、

各課でいろんな団体の事務局って持っている

かと思います。その事務局って、なかなかワ

ークシェアがやりにくいですよね。 

 例えば、イベントがあって人を貸してくだ

さい、それはできるかもしれへんけれども、

事務局の仕事ということ自体がワークシェア

しにくい中で、任意の団体であるというふう

には聞いておりますけれども、ここについて

も準備委員会が３月にあったけども８月ぐら

いに総会やと。個人の方から、教育委員会、

事務局に問い合わせやったけども返事ないん

やというようなことも言われておる中で、そ

の事務局体制をもうちょっとフォローする形

というんですかね、生涯学習課の中でもさま

ざまな事務局をお持ちなので忙しいのはわか

っておるんですけけれども、何かフォローす

る形をつくっていかないと、この問題だけで

はなくてほかの団体にも迷惑がかかる、もし

くは、場合によっては活動自体がやりにくく

なる場合もあるかと思うんですけれども、そ

のあたりはどのようにお考えですか。 
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○議長（土井裕美子君）教育部長。 

○教育部長（阪口浩章君）この活動、委員会

の事務局につきましては、教育委員会生涯学

習課の文化係が事務局を担当してございます。

今回８月にということで今総会を予定してお

るわけで、それにつきましては、活動委員会

の代表の方とも詳細に打ち合わせをしながら、

この時期が最適ということで事務を進めてき

ておるところでございます。 

 事務局体制、他の業務のことも含めてどう

なのかということにつきましては、文化係に

つきましては文化財関係、登録、または埋蔵

文化財関係、それから偉人の顕彰ということ

で、前畑さん、古川さんだけではなしに、岡

先生も含めて顕彰活動等の支援もさせていた

だいてございます。そこに世界遺産関連、そ

れから、当然大きい文化の振興、橋本市の文

化の振興という所管を持っておる係でもござ

いますし、加えて、今後、2021年の国民文化

祭の事務局としても既に業務はスタートして

おる中で、事務局としては、これは大変大き

な仕事を抱えておるわけなんですけども、そ

こは教育委員会全体としてフォローしながら、

事務の効率化も当然していかなければならな

いとは考えておりますけども、横のつながり

を持って、また、前畑氏、古川氏の顕彰活動

につきましては、経済推進部、また総合政策

部等とも連携をさせてもらいながら進めてい

ければなというふうには考えておりますので、

できるだけこのような横のつながり、もしく

は教育委員会内でもワークシェアをしながら

進めていきたいというふうに考えております。 

○議長（土井裕美子君）13番 田中さん。 

○13番（田中博晃君）よろしくお願いいたし

ます。実際、正職さん２人だけですもんね、

はっきり今文化財係って。しんどいと思うん

ですよ、ほんまに。人員のことなのでこちら

からはどうこうと言えないんですけれども、

何とか協力体制をつくっていってあげてほし

いなというのが本当の願いですので、ここは

よろしくお願いいたします。 

 次、行きます。ポスター、チラシ等、高野

山を中心にということで、これはやっとでき

たなというのが正直なところです。私は以前

から人が集まるところ、特に高野山とか、仮

に九度山町にあったとしても車で来る方って

かなり多いんですよね。ひょっとしたら帰り、

橋本市に寄ってくれるかもしれへんというこ

とで、やっと高野山等で配布していただいて

ということは、すごくありがたいと思います。 

 一つちょっと確認しておきたいのが、チラ

シ等々をまいていく中で、答弁の一部ありま

したけれども、その経済効果を橋本市、実際、

お金を落としてもらうという部分なんですけ

れども、そこに近隣のご飯屋さん、土産物屋、

土産物屋というのもあれなんですけども、そ

ういうふうのも含まれているんですかね。そ

こ、答弁いただけますか。 

○議長（土井裕美子君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）議員のご質問

にお答えさせていただきます。周辺地域の情

報も含めて情報発信をしたいと思っています

ので、そういったところも含まれています。 

○議長（土井裕美子君）13番 田中さん。 

○13番（田中博晃君）よろしくお願いいたし

ます。地図とか看板、看板ってラミネートで

すけれども簡単なものをつくっていただける

ということで、やはりそこから個人の方がＳ

ＮＳ等を通じて発信していただける効果とい

うのは、はかり知れない効果があると思いま

すので、ラミネートで簡単なものとはいえ、

見ばえのするものをつくっていただければと

思いますので、ここは要望をしておきます。 

 また、トークリレーについても、現在のと

ころ本市主催ではというようなお答えでした

けれども、もしかしたらこの後、どこかから
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来るかもしれへんので、そのときは市民の方、

また近隣自治体のほうにもわかりやすい形で

周知のほうをしていただいて、どうにか橋本

市に人が来てもらえるすごいチャンスやと思

いますので、人に来ていただける体制を担当

課のほうでつくってほしいと思います。 

 で、次です。 

 もう一回、写真をお願いします。これは皆

さんがご存じの市役所。壁、あいていますよ

ね。写真等の展示についてですけども、先ほ

ど教育委員会からは偉人のほうから進めてい

くというようなお答えをいただきました。で

も、橋本市って、すごい著名人の方もたくさ

んいらっしゃいます。もっと言えばそれだけ

じゃなくて、地域の頑張り、団体の頑張りで、

はたごんぼにしろ、ひねキングカレーにしろ、

今メディアに露出しているすごいある意味チ

ャンスの時期なんかなというふうに思ってお

るんです。 

 そこで、やはりこの壁等を利用して、せめ

て写真の掲示、偉人のほうはこれから随時や

っていくということやったんですけれども、

そのほかの著名人等についてもやっていける

んちゃうんかなというふうに私は考えておる

んですけれども、もちろん管財との調整、総

務部との調整は必要なのは答弁でもいただき

ましたけれども、経済部としてそのあたりど

のようにお考えですか。 

○議長（土井裕美子君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）答弁の中にあ

りましたとおり、市役所や保健福祉センター

に来庁される市民の方を中心とした展示とい

うふうなのが、今必要な情報を提供している

状況だと思っています。しかしながら、観光

客等があえて市役所に来ていただいて、こん

な展示もしているんだなということで、市役

所に寄っていただけるということも含めた展

示というのも経済推進部ではやはり必要では

ないかなというふうに思っています。 

 今後、庁内関係部署と調整しながら、そう

いったことが実現できるように調整していき

たいというふうに考えています。 

○議長（土井裕美子君）13番 田中さん。 

○13番（田中博晃君）よろしくお願いいたし

ます。これは補正の話なんですけれども、新

聞報道であったみたいに、もうパブリックビ

ューイングするがごとく新聞報道はありまし

た。そこにも人が集まりますよね、本当に補

正が通ってやるとなった場合に。そんなとき

も、もしかしたら市民の方々が古川さん、前

畑さんは知っているけども、そこに仮に筒香

選手を飾ってあったら、「筒香選手も橋本市

なんや」とか、中村智太郎さんについてもそ

うなんですけれども、そういったまた市民周

知するチャンスというのがあるので、そのあ

たりも含めてやっていっていただきたいと思

います。 

 そこで、一つお伺いしたいのが、やはりこ

れって、誰が偉人で、誰が著名人でっていう

その抽出する音頭取りする部署、私はこれは

総合政策やと思っとるんですよ。 

 そこで、部長にお伺いしたいんですけれど

も、そういうのってやっていきませんか。市

役所って市民だけじゃなくて、よそから来る

人も玄関から入ってきて写真を見るかもしれ

ない。保健福祉センターも行くかもしれない

中で、こういったものも時期の限定になるか

もしれへんけれども、先ほど壁はあいている

のかなと私は勝手に思っておるんですけれど

も、そういったところを利用する。で、橋本

市を紹介していく。すごいチャンスやと思う

んですよね。他市に侍ジャパンの４番おるか

と言ったらまずおらんでしょうって。でも、

橋本市にはあるんです。もしかしたら、ほか

の自治体が欲しくてたまらないものが、今橋

本市にはそろっているかもしれない中で、展
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示等をするにつけてどっかが音頭取りせなあ

かんので、でも、恐らく偉人やったら教育委

員会とか分かれてしまいますやん。そこの音

頭取り、どうですか、上田部長のところで。

そういうふうに考えられませんかね。 

○議長（土井裕美子君）総合政策部長。 

○総合政策部長（上田力也君）いろんな課に

またがる部分もございますので、そのための

総合政策ということでございますので、今後

関係する部署とともにそのあたりを調整して、

できるだけこの機会を好機と捉まえてＰＲし

ていくような、そういうふうな対策をしてい

きたいというふうに思っております。 

○議長（土井裕美子君）13番 田中さん。 

○13番（田中博晃君）よろしくお願いいたし

ます。今までもこういうことを言うとったけ

ど、なかなか前へ進めへんかったこともあり

ました。以前、17番議員もされてましたよね、

聖地巡礼とか、一般質問。当時とは、職員も

市長、副市長たちもみんな変わられています

けれども、あのとき私はすごいええ話やなと

思ったんです、正直言うて。ただ、当時は伝

わってこなかったということもあります。そ

して、今また次のチャンスを迎えている。も

しかしたら、ちょっと遅いかもしれへんのや

けど、ほんまはもっとはよ出していくべきや

ったんかもしれへんけれども、今チャンスを

迎えている中なんですよね。 

 市が発信すると同時に、個人の発信力って

すごい強いですよね、こういうのって。橋本

市に１億人集めるのは不可能かもしれへんけ

ども、ある意味、聖地巡礼的に1,000人やった

ら集まるかもしれない。実際、かつらぎ町で

「のんのんびより」というアニメがあって、

今回第３弾をつくるというのが決まりました

けども、それの第１話、２話で天野の風景が

出ていました。そこ、普通に聖地巡礼で観光

客が来られていました。 

 そういう効果というのを狙っていくにつけ

て、今回大河もそうですし、さまざまなもの

がある中で、橋本市、もう一個、ホームペー

ジもやはり偉人しかないんですよね。もちろ

んよその自治体で観光大使とかになってたら、

ばーっと出てくるんですけれども、今後、先

ほど経済部長からも、上田部長も、関係部署

と連携してということをおっしゃっていただ

きましたけれども、ホームページについても

今、偉人しか載っていない状態です。やっぱ

りそこも、橋本市へ行ってみようかなと思う

人がホームページを見て、何かようわからん

わとなっても具合悪いので、それも一つの場

所やと思うんです。橋本市の偉人、著名人を

ほかの人に知ってもらう場所やと思うんです

けれども、ホームページになったら、また総

合政策部長のところになるんですけれども、

そのあたりについてのお考えはいかがですか。 

○議長（土井裕美子君）総合政策部長。 

○総合政策部長（上田力也君）議員からは以

前から、これに類するご提案もいただいてい

るところでございます。現在、偉人の顕彰に

関するそういうところはあるんですけども、

これをさらに充実していく必要があるという

ふうに思っておりますし、そういうやっぱり

ＳＮＳ、これの発信されたこういう素材とい

うのも非常にＰＲについては大事かなと思い

ますので、時間はありませんけれども研究を

していきたいと思っております。 

○議長（土井裕美子君）13番 田中さん。 

○13番（田中博晃君）ほんまに時間はないん

ですよね。大河かって恐らく８月ぐらいには、

この後すぐ放映に入るし、新聞報道やったら

８月ぐらいにパブリックビューイングする等

まで言っていましたから、それを考えても時

間がない中で、やはりここは橋本市をＰＲす

る一つのチャンス、きっかけ、そしてねんり

んピックや来年のオリンピックもあって、も
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しかしたら、たとえ１人でも２人でも橋本市

を訪れてくれる人がおるかもしれへん。その

方からの発信効果も期待して、ぜひ早急に対

応していっていただきたいというふうに思い

ますので、よろしくお願いいたします。 

 終わります。 

○議長（土井裕美子君）13番 田中さんの一

般質問は終わりました。 

 この際、午後１時まで休憩いたします。 

（午前11時56分 休憩） 

      

                                          

 


